
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

熊本大学工学部 まちなか工房 

第１０６回  ４月のまちづくり学習会 

『西部電気工業（株）旧熊本本社跡地の利活用について』 

お問い合わせ 

まちなか工房 下田・岡村 

e-mail：machi-kobo@cotton.ocn.ne.jp  

tel/fax：096-326-9502 

まちなか工房では月に一度、中心市街地関係者や市民を対象に 

『まちづくり学習会』を開催しています。 

県内外から専門家や実務経験者を招いて講演を開き、中心市街地 

活性化策についてさまざまな意見交換をしています。 

まちづくり学習会の御案内を e-mailまたは FAXにて差し上げますので、

御希望の方はまちなか工房まで。 

まちづくり学習会について 

105 回 「Fujisawa サスティナブル・スマートタウンにおけるくらし起点のまちづくり」 FujisawaSST マネジメント㈱社長 宮原智彦氏 

104 回 「桜町・花畑周辺地区における広場予定地の暫定供用について」 熊本市都心活性推進課 永野康裕主査 

103 回 「学都シンポジウム in金沢の報告と今後」 熊本大学まちなか工房 特定事業研究員 冨士川一裕 

102 回 「熊本市下通新天街ＮＳ共同ビル（仮称）について」 ㈱櫻井総本店社長 櫻井貴浩氏/㈱南栄開発顧問 豊永信博氏 

101 回 「大分市中心市街地の今」  大分大学名誉教授 【まちづくり研究所主宰】 佐藤誠治氏 

100 回 「まちづくり学習会 100回記念交流会」 

西部電気工業（株）旧熊本本社跡地については、社屋の老朽化に

伴い、地区周辺をも含めた開発の可能性を検討してきた｡当社内

で再開発に当たっての基本的考え方が固まってきた折、その内容

が平成２５年２月１日の熊日新聞で報道された。 

その後、社内に事業検討 PT を設置し、本格的な検討を実施して

きている。再開発のキーワードは「熊本市および周辺地域への貢

献」｡これを基本に検討を行っており、今回、当再開発の基本構想

等について紹介する。 

話題提供 

過去の学習会 

入場 

無料 

小田川 仁（おだがわ ひとし）氏 
西部電気工業株式会社 坪井再開発準備室長 

４月２３日（木） 

18：30～20：00 

日時 まちなか工房 場所 

熊本市中央区南坪井町 1-5 

上通並木坂サンコスメディオビル 2階 

共催：文部科学省 大学間連携共同教育推進事業 

「減災型地域社会のリーダー養成プログラム」 

第 105 回まちづくり学習会の様子 


